
広報こおりやま／2008.5 �広報こおりやま／2008.5�

②

し
か
し
、
こ
の
演
奏
会
を
機
に
「
音
楽

（
文
化
）
の
途
中
下
車
」
を
合
言
葉
と
し

た
、
文
化
誘
致
運
動
が
市
民
の
な
か
で
盛

り
上
が
り
、
本
格
的
な
演
奏
会
が
可
能
な

施
設
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
市
民
の
行
動
が
世
論
や
行

政
を
動
か
し
、市
民
か
ら
寄
附
を
募
る「
愛

市
運
動
」
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
昭
和
33
年
10
月
、
当
時
東
北
一
の
設

備
を
誇
る
「
市
民
会
館
」
が
誕
生
。

　

翌
11
月
に
は
「
第
11
回
全
日
本
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
多

数
の
合
唱
団
が
来
郡
し
、
郡
山
の
名
が
全

国
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

♪
音
楽
が
ま
ち
を
変
え
た

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
東
北
代
表
と
し
て
出
場

し
た
国
鉄
郡
山
工
場
合
唱
団
が
、
３
位
に

入
賞
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
県
内
の
合
唱

運
動
に
影
響
を
与
え
、「
合
唱
王
国
ふ
く

し
ま
」
の
基
盤
を
築
く
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。
ま
た
、
器
楽
活
動
も
昭
和
20
年
代

ス
」
と
改
称
し
、「
二
十
万
人
コ
ー
ラ
ス

市
内
パ
レ
ー
ド
」
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
が
、
素
晴
ら
し
い
音
楽

の
ま
ち
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
姿
を
描
い
た

「
百
万
人
の
大
合
唱
」
と
し
て
、
東
宝
映

画
に
よ
り
映
画
化
さ
れ
た
の
で
す
。

♪
忘
れ
な
い
、
そ
し
て
つ
な
げ
る
郡
山
魂

　

脈
々

と
つ
な
が
る
音
楽
と
ま
ち
へ
の
愛
。

現
在
も
市
内
で
は
多
く
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
心
市

街
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
音
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
ベ
ン
チ
や
音
楽
が
流
れ
る
街
路
灯

な
ど
、
郡
山
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
音
楽

へ
の
愛
情
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。「
音
楽
」

に
秘
め
ら
れ
た
、
人
と
人
の
心
を
つ
な
ぐ

不
思
議
な
力
。

　

こ
れ
ま
で
音
楽
都
市
を
築
き
上
げ
て
き

た
先
輩
た
ち
の
郡
山
魂
に
、
今
を
生
き
る

私
た
ち
の
魂
を
か
さ
ね
、
未
来
へ
…
。

♪
音
楽
都
市
へ
の
転
機

　

毎
年
多
く
の
音
楽
団
体
や
個
人
が
全
国

大
会
な
ど
で
活
躍
す
る
音
楽
都
市
こ
お
り

や
ま
。
昨
年
度
も
、
市
内
の
12
団
体
、
22

個
人
、
計
441
人
も
の
方
々

が
全
国
大
会
な

ど
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
の
音
楽
都
市
へ
の
転
機
は
、
今
か
ら

遡
さ
か
の
ぼる

こ
と
50
有
余
年
、
昭
和
29
年
の「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
公
演
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

会
場
と
な
っ
た
の
は
、
国
鉄
郡
山
工
場
大

食
堂
。
当
時
、
本
格
的
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
演
奏
会
を
開
催
で
き
る
会
場
が
な
か
っ

た
郡
山
。
し
か
し
、
戦
後
、
か
つ
て
な
い

困
窮
の
時
代
の
中
で
、
心
の
拠よ

り
所
と

な
っ
た
音
楽
へ
の
市
民
の
切
望
と
情
熱
が
、

食
堂
で
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
と
い
う

行
動
を
起
こ
さ
せ
、
４
千
人
も
の
大
観
衆

に
大
き
な
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

♪
市
民
の
思
い
が
一
つ
に

　

当
時
、
大
き
な
音
楽
会
は
東
北
地
方
で

は
仙
台
と
福
島
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

後
半
か
ら
多
く
の
団
体
に
よ
る
演
奏
会
が

盛
ん
に
行
わ
れ
、
学
校
音
楽
で
は
昭
和
36

年
、
金
透
小
学
校
が
全
国
器
楽
合
奏
コ
ン

ク
ー
ル
で
第
１
位
と
な
り
、
翌
年
も
連
続

受
賞
す
る
な
ど
現
在
の
学
校
音
楽
活
動
の

先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
各
分
野
で
の
音
楽
活
動
や

“
よ
い
音
楽
を
安
く
多
く
の
人
に
”
と
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
で
進
め
ら
れ
た
勤
労

者
音
楽
協
議
会
（
労
音
）
の
企
画
な
ど
に

よ
り
、
市
民
会
館
を
会
場
と
し
た
著
名
団

体
の
公
演
や
世
界
的
な
音
楽
会
が
続
き
、

地
方
都
市
に
は
珍
し
い
動
き
と
し
て
、
マ

ス
コ
ミ
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
当
時
の
週
刊
誌
な
ど
で
「
東

北
の
ウ
ィ
ー
ン
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
民
の
音
楽
活
動
は
昭
和
39

年
の
「
十
万
人
コ
ー
ラ
ス
」
運
動
へ
と
発

展
、
昭
和
40
年
に
は
郡
山
市
と
安
積
郡
等

と
の
合
併
を
機
に
「
二
十
万
人
コ
ー
ラ

音
楽
に
宿
る
郡
山
魂
を
未
来
へ

～
音
楽
都
市
宣
言
～

「
東
北
の
ウ
ィ
ー
ン
」
と
称
さ
れ
、東
北
を
代
表
す
る
音
楽
都
市
と
な
っ

た
郡
山
。
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、
音
楽
と
ま
ち
を
愛
し
た
多
く
の
人
々

の
行
動
で
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
築
き
上
げ
て
き
た
、こ
の
「
音
楽
都
市
こ
お
り
や
ま
」

を
未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
、
郡
山
市
は
音
楽
都
市
を
宣
言
し
ま
し
た
。

音楽都市宣言

美しいメロディー

心おどるリズム

音楽がまちにあふれ

人の輪が広がり心をつなぐ

私たちは音楽を愛し

人と人が織りなすハーモニーを奏で

明るい笑顔が輝く

魅力あるまち

”こおりやま”を創ります

｢明日につなごう　こころのハーモニー｣

郡山市は、

ここに「音楽都市」を宣言します。

平成 20 年３月 24 日

郡山市

「音楽都市宣言」記念式典　　　

昭和 36 年 5 月の

ゲ
※

バントハウスオー

ケストラ公演について掲

載した『週刊朝日』から

「…郡山市の人口は 10 万人

ちょっと、興行の常識から

は千人どまりがいいところ

だが、入場者はその倍を上

回った。…全く奇跡といい

たいところだ。だが、郡山

市では不思議でもなんでも

ない。“東北のウィーンだ

からな”とは少々キザだが、

とにかく音楽都市なのである」

週間朝日

①当時の金透小学校日本一受賞

　記念コンサート（昭和３７年ごろ）

②二十万人コーラス（昭和４０年）

③映画「百万人の大合唱」（昭和４６年）

④郡山の合唱界を牽引する安積黎明

　高校（旧安積女子高校）

⑤飛躍めざましい郡山第二中学校合

　唱部と管弦楽部
⑤

特集●音楽都市こおりやま

④

特集

音楽都市こおりやま
音楽都市への転機となった「NHK交響楽団公演」（昭和 29年）

市民の情熱が完成させた「市民会館」

5/24（土）
湯浅譲二さん（郡山出身の世界的作曲家）、本名徹次さん（郡山出身の世

界的指揮者）、鈴木武司さん（郡山市音楽連盟会長）、小針智意子さん（郡

山第二中学校合唱部顧問）たちによるパネルディスカッションや音楽団体

の演奏会をとおして、郡山の音楽を楽し

みませんか!!

あした

本名徹次さん 湯浅譲二さん

※ゲバントハウスオーケストラは
民間のオーケストラとしては世界最古で、メンデルス
ゾーン、チャイコフスキー、ワーグナー、シュトラウス
らが指揮者として活躍したオーケストラです。

（昭和３３年〜平成 2年）＜現在の麓山地区駐車場＞

時間午後１時３０分

　　※自由参加、入場無料　

会場市民文化センター大ホール

文化課☎ 924-2661

①

③


